
①　文を読みながら「な・に・ぬ・ね・の」に ○（まる）をつけましょう。

ぶん よ　

にほんのまんがかのごとうげこよはるさんは、たいしょうじだいを
ぶたいに、かまどたんじろうがおにになってしまったいもうとのね
ずこをにんげんにもどすためにおにとたたかうものがたりのきめつ
のやいばをえがいています。 
ごとうげこよはるさんは、ちいさいときからえをえがくことがにが
てでした。えがいたえをひとからわらわれるのがいやで、ひとにみ
せるのをためらうこともありました。 
こうこうせいのときに、はじめてじぶんでまんがをえがこうとしま
したが、どうしていいかわからずになやんだじきもあったようで
す。 

     
②　それぞれの仮名の数を数えて、数字を書きましょう。


か な かず かぞ　　 す う じ か　

な　　　に　　　ぬ　　　ね　　　の


 

③　何について書かれた文でしたか？教えてください。

なに か ぶん おし　　
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